
資料２ 

環境省関係浄化槽法施行規則の一部を改正する省令の公布について（お知らせ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省関係浄化槽法施行規則の一部を改正する省令が本日公布されました。 
 本省令は、環境省関係浄化槽法施行規則について、本年の通常国会で成立した浄

化槽法の一部を改正する法律（平成１７年法律第４７号）において省令に規定する

よう委ねられた事項について規定する等の改正を行うものです。 

 
１．概要  

（１）浄化槽からの放流水の水質基準について 

   ＢＯＤ２０mg/Ｌ以下及びＢＯＤ除去率９０％以上 

（２）第７条検査（設置後等の水質検査）の検査時期について 

   使用開始後３ヶ月を経過した日から５ヶ月間 

（３）指定検査機関から都道府県への検査結果の報告について 

  ①報告時期：毎月末までにその前月中に実施した検査について報告 

  ②報告内容：検査を行った年月日、浄化槽管理者の氏名・住所、浄化槽の設置

場所、検査結果 等 

（４）浄化槽の使用の廃止の届出について 等 

 

２．施行期日  

平成１８年２月１日  

 

＜添付資料＞ 

環境省関係浄化槽法施行規則の一部を改正する省令 

環境省関係浄化槽法施行規則の一部を改正する省令 新旧対照表 

平 成 １ ７ 年 ９ 月 ２ ６ 日 （ 月 ）

環境省大臣官房廃棄物･リサイクル対策部

廃棄物対策課 浄化槽推進室 

室 長  松原 德和（６８６１） 

補 佐  井上 和也（６８９７） 

係 長  吉澤勇一郎（６８６５） 
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○
環
境
省
令
第
二
十
九
号

浄
化
槽
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十

八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
、
第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
並
び
に
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
環
境
省
関
係
浄
化
槽
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
九
月
二
十
六
日

環
境
大
臣

小
池
百
合
子

環
境
省
関
係
浄
化
槽
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

環
境
省
関
係
浄
化
槽
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
厚
生
省
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
放
流
水
の
水
質
の
技
術
上
の
基
準
）

第
一
条
の
二

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水
の
水
質
の
技
術
上
の
基
準
は
、
浄
化
槽
か
ら
の
放
流

水
の
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
二
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ
と
及
び
浄
化
槽
へ
の
流
入
水
の
生



- 2 -

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
の
数
値
か
ら
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水
の
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
の
数
値
を
減
じ
た
数
値
を
浄
化
槽

へ
の
流
入
水
の
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
の
数
値
で
除
し
て
得
た
割
合
が
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
た

だ
し
、
み
な
し
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
条
中
「
第
四
条
第
五
項
」
を
「
第
四
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
イ
中
「
前
条
」
を
「
第
一
条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
四
条
第
六
項
」
を
「
第
四
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
第
七
条
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と

し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
七
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
使
用
開
始
後
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
五
月
間
と
す
る
。

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
設
置
後
等
の
水
質
検
査
の
報
告
）

第
四
条
の
二

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
毎
月
末
ま
で
に
、
そ
の
前
月
中
に
実
施
し
た
設
置
後
等
の
水
質
検

査
に
つ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
七
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
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一

設
置
後
等
の
水
質
検
査
を
行
つ
た
年
月
日

二

浄
化
槽
管
理
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三

設
置
場
所

四

法
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
浄
化
槽
に
あ
つ
て
は
、
当
該
浄
化
槽
を
製
造
し
た
者
の
氏
名

又
は
名
称
及
び
浄
化
槽
の
名
称

五

浄
化
槽
工
事
及
び
保
守
点
検
を
行
つ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
（
設
置
後
等
の
水
質
検
査
の
前
に
清
掃
を
行
つ
た
場
合
に

あ
つ
て
は
、
当
該
清
掃
を
行
つ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
を
含
む
。
）

六

設
置
後
等
の
水
質
検
査
の
結
果
（
浄
化
槽
の
機
能
に
障
害
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
原
因
を
含
む
。
）

第
九
条
第
一
項
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
定
期
検
査
の
報
告
）

第
九
条
の
二

第
四
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
中
「
設
置
後
等
の
水
質
検
査
」
と
あ
る
の
は
「
定
期
検
査
」
と
、
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同
条
第
二
項
第
五
号
中
「
浄
化
槽
工
事
及
び
保
守
点
検
を
行
つ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
（
設
置
後
等
の
水
質
検
査
の
前
に
清

掃
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
清
掃
を
行
つ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
前
回
の
定
期
検

査
（
定
期
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
浄
化
槽
に
あ
つ
て
は
、
設
置
後
等
の
水
質
検
査
）
の
後
に
保
守
点
検
及
び
清
掃
を
行

つ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
廃
止
の
届
出
）

第
九
条
の
三

法
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
一
号
の
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

第
十
三
条
第
二
項
中
「
様
式
第
一
号
」
を
「
様
式
第
一
号
の
二
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
を
様
式
第
一
号
の
二
と
し
、
様
式
第
一
号
と
し
て
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

（

）

様
式
第
一
号

第
九
条
の
三
関
係

浄
化
槽
使
用
廃
止
届
出
書

年
月

日
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都
道
府
県
知
事

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
つ
て
は

市
長
又
は
区
長

殿

（

）

、

届
出
者

住
所

氏
名

法
人
に
あ
つ
て
は

名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

印

（

）

、

電
話
番
号

浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
し
た
の
で

浄
化
槽
法
第
１
１
条
の
２
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す

、
、

。

１
設
置
場
所
の
地
名
地
番

２
使
用
廃
止
の
年
月
日

年
月

日
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３
処
理
の
対
象

①
し
尿
の
み

②
し
尿
及
び
雑
排
水

４
廃
止
の
理
由

※
事
務
処
理
欄

（

）

注
意

１
※
欄
に
は

記
載
し
な
い
こ
と

、
。

２
３
欄
は

該
当
す
る
事
項
を
○
で
囲
む
こ
と

、
。

備
考

１
記
名
押
印
に
代
え
て

署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る

、
。

２
用
紙
の
大
き
さ
は

日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る

、
。

（

様
式
第
八
号
裏
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

）
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（

）

様
式
第
八
号

第
五
十
八
条
関
係

（

）

裏

浄
化

槽
法

抜
す

い

（

）

報
告
徴
収

立
入
検
査
等

、

当
該
行
政
庁
は

こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て

次
に
掲
げ
る
者
に

そ
の
管
理
す
る
浄
化

第
条

5
3

、
、

、

槽
の
保
守
点
検
若
し
く
は
浄
化
槽
の
清
掃
又
は
業
務
に
関
し
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
浄
化
槽
管
理
者

二
浄
化
槽
製
造
業
者

三
浄
化
槽
工
事
業
者

四
浄
化
槽
清
掃
業
者

五
第

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
浄
化
槽
の
保
守
点
検
を
業
と
す
る
者
又
は
浄
化
槽
管
理
士

1
0

六
指
定
検
査
機
関
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七
第

条
第
１
項
第
２
号
又
は
第

条
第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る
指
定
講
習
機
関

4
2

4
5

八
第

条
第
４
項
又
は
第

条
第
４
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機
関

4
3

4
6

２
当
該
行
政
庁
は

こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

そ
の
職
員
に

前
項
各
号

、
、

、

に
掲
げ
る
者
の
事
務
所
若
し
く
は
事
業
場
又
は
浄
化
槽
の
あ
る
土
地
若
し
く
は
建
物
に
立
ち
入
り

帳
簿
書
類
そ
の

、

他
の
物
件
を
検
査
さ
せ

又
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

た
だ
し

住
居
に
立
ち
入
る
場
合
に
お
い

、
。

、

て
は

あ
ら
か
じ
め

そ
の
居
住
者
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

、
、

。

３
前
項
の
場
合
に
は

当
該
職
員
は

そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し

か
つ

関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き

、
、

、
、

は
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

、
。

４
第
２
項
の
権
限
は

犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い

、
。

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る

第
条

6
4

3
0

、
。

（

）

一
十

略
～

十
一

第
条
第
２
項

同
条
第
１
項
第
７
号
又
は
第
８
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
部
分
を
除
く

以
下
こ
の
号
に
お

5
3

（

。

い
て
同
じ

の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み

妨
げ

若
し
く
は
忌
避
し

又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
質

）

。
、

、
、
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問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず

若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は

そ
の
違
反
行
為
を
し
た
指
定
試
験
機
関
又
は
指
定
講
習
機
関

第
条

6
5

、

の
役
員
及
び
職
員
は

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る

3
0

、
。

（

）
一

三
略

～

四
第

条
第
２
項

同
条
第
１
項
第
７
号
又
は
第
８
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
部
分
に
限
る

以
下
こ
の
号
に
お
い

5
3

（
。

て
同
じ

の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み

妨
げ

若
し
く
は
忌
避
し

又
は
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
質
問

）

。
、

、
、

に
対
し
て
答
弁
せ
ず

若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
と
き

、
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
若
し
く
は
設
置
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
浄
化
槽
又
は
現
に
建
築
の
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
建
築
物
に
設
置
さ
れ
る
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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環
境
省
関
係
浄
化
槽
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

新
旧
対
照
表

○
環
境
省
関
係
浄
化
槽
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
厚
生
省
令
第
十
七
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
放
流
水
の
水
質
の
技
術
上
の
基
準
）

第
一
条
の
二

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水
の
水

質
の
技
術
上
の
基
準
は
、
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水
の
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
が
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
二
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ
と
及
び
浄
化
槽

へ
の
流
入
水
の
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
の
数
値
か
ら
浄
化
槽
か
ら
の
放
流

水
の
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
の
数
値
を
減
じ
た
数
値
を
浄
化
槽
へ
の
流
入

水
の
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
の
数
値
で
除
し
て
得
た
割
合
が
九
十
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
み
な
し
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

（
保
守
点
検
の
技
術
上
の
基
準
）

（
保
守
点
検
の
技
術
上
の
基
準
）

第
二
条

法
第
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
浄
化
槽
の
保
守
点
検
の
技
術
上
の

第
二
条

法
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
浄
化
槽
の
保
守
点
検
の
技
術
上
の

基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

浄
化
槽
の
正
常
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
点
検

一

浄
化
槽
の
正
常
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
点
検

す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

イ

第
一
条
の
準
則
の
遵
守
の
状
況

イ

前
条
の
準
則
の
遵
守
の
状
況

ロ
〜
へ

（
略
）

ロ
〜
へ

（
略
）

二
〜
十
八

（
略
）

二
〜
十
八

（
略
）

（
清
掃
の
技
術
上
の
基
準
）

（
清
掃
の
技
術
上
の
基
準
）

第
三
条

法
第
四
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
浄
化
槽
の
清
掃
の
技
術
上
の
基
準

第
三
条

法
第
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
浄
化
槽
の
清
掃
の
技
術
上
の
基
準
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は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
十
三

（
略
）

一
〜
十
三

（
略
）

（
設
置
後
等
の
水
質
検
査
の
内
容
等
）

（
設
置
後
等
の
水
質
検
査
の
内
容
等
）

第
四
条

法
第
七
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
使
用
開
始
後
三

第
四
条

月
を
経
過
し
た
日
か
ら
五
月
間
と
す
る
。

２

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
設
置
後
等
の
水
質
検
査
の
項
目
、
方
法

法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
設
置
後
等
の
水
質
検
査
の
項
目
、
方
法
そ
の
他

そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る

必
要
な
事
項
は
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

。
３

（
略
）

２

（
略
）

（
設
置
後
等
の
水
質
検
査
の
報
告
）

第
四
条
の
二

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
毎
月
末
ま
で
に
、

そ
の
前
月
中
に
実
施
し
た
設
置
後
等
の
水
質
検
査
に
つ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

法
第
七
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

。一

設
置
後
等
の
水
質
検
査
を
行
つ
た
年
月
日

二

浄
化
槽
管
理
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三

設
置
場
所

四

法
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
浄
化
槽
に
あ

つ
て
は
、
当
該
浄
化
槽
を
製
造
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
浄
化
槽
の

名
称

五

浄
化
槽
工
事
及
び
保
守
点
検
を
行
つ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
（
設
置
後

等
の
水
質
検
査
の
前
に
清
掃
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
清
掃
を

行
つ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
を
含
む
。
）

六

設
置
後
等
の
水
質
検
査
の
結
果
（
浄
化
槽
の
機
能
に
障
害
が
生
じ
、
又

は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
原
因
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を
含
む
。
）

（
定
期
検
査
の
内
容
等
）

（
定
期
検
査
の
内
容
等
）

第
九
条

法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
期
検
査
の
項
目
、
方
法
そ
の

第
九
条

法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
定
期
検
査
の
項
目
、
方
法
そ
の
他
必
要

他
必
要
な
事
項
は
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

な
事
項
は
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
定
期
検
査
の
報
告
）

第
九
条
の
二

第
四
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
中
「
設
置
後
等
の
水
質
検
査
」
と
あ
る
の
は

「
定
期
検
査
」
と
、
同
条
第
二
項
第
五
号
中
「
浄
化
槽
工
事
及
び
保
守
点
検

を
行
つ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
（
設
置
後
等
の
水
質
検
査
の
前
に
清
掃
を
行

つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
清
掃
を
行
つ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
を
含
む

。
）
」
と
あ
る
の
は
「
前
回
の
定
期
検
査
（
定
期
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
浄
化
槽
に
あ
つ
て
は
、
設
置
後
等
の
水
質
検
査
）
の
後
に
保
守
点
検
及
び

清
掃
を
行
つ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
廃
止
の
届
出
）

第
九
条
の
三

法
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
一
号
の
届

出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
標
識
の
記
載
事
項
等
）

（
標
識
の
記
載
事
項
等
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

２

法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
浄
化
槽
清
掃
業
者
が
掲
げ
る
標
識
は
、
様

２

法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
浄
化
槽
清
掃
業
者
が
掲
げ
る
標
識
は
、
様

式
第
一
号
の
二
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

式
第
一
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

様
式
第
一
号
（
第
九
条
の
三
関
係
）
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様
式
第
一
号
の
二
（
第
十
三
条
関
係
）

様
式
第
一
号
（
第
十
三
条
関
係
）




